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　地球温暖化は、私たち人間の活動によって排出されるCO2 をはじめとする温室効果ガス排出量の増加
が大きく影響しており、近年の豪雨や猛暑などの異常気象の原因の一つと言われています。本市は、温室
効果ガス排出量を減らすために実施してきたCOOL CHOICE（環境に賢い選択）の活動を「デコ活」とし
て推し進め、市民の皆さんと一緒に脱炭素社会の実現に向けて取り組みます。

６月は「環境月間」
もっと脱炭素な毎日へ

COOL　CHOICE は 「デコ活」 へチェンジしました

「デコ活～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動～」

環境省が推進する2050年カーボンニュートラル（脱炭素社会）と2030年度削減目標※の実現に向け、
国民・消費者の行動変容、ライフスタイルへの転換を強力に促すための新しい国民運動です。二酸化炭素

（CO2）を減らす脱炭素（DE[Decarbonization]）と環境に
良いエコ（Eco）の意味を含む「デコ」を「活動・生活」と
組み合わせた新しい言葉です。
※  2030 年度に温室効果ガス排出量を 2013 年度から 46％削減するこ
とを目指すもの。

私たちにできるデコ活
暮らしを豊かにしながら、CO2を減らすことのできる取り組みをご紹介します。

●太陽光発電・蓄電池
CO2 を出さずに発電し、余った電気は蓄電池へ。電気を自家

　消費できるので、光熱費の節約になります。また、停電しても
　蓄えた電気が使えるので、非常時への備えとしても有効です。
● LED・省エネ家電への買い換え
　光熱費が節約できたり、高機能な製品を通じて快適で便利
　な生活を送ることができます。
電球形 LED ランプは、一般電球に比べて消費電力が約
85％低く、寿命は約 40倍。家計にお得であることはもち
ろん、電球交換の手間も省けます。例えば、一般電球から
電球型 LEDランプに取り替えた場合、1年間で電気代が約
2,883 円（１個あたり）節約となります。

●地産地消
　地元の旬の食材を選べば、生産・輸送・
　保存にかかるエネルギーを抑えること
　ができます。食費を抑え、ごみ処分で
　発生するCO2 も減らすには、必要な
　分だけ購入して残さず食べましょう。

環境政策課 ☎ 083-941-2181問問

※出典：環境省ウェブサイト（右の二次元コードから）

山口市の環境に
関する情報はこちら！

やまぐちエコポータル
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総合支所

暮
ら
し

障がいを知り

　 共に生きる
障がいを知り

①有名
前に向けた左手のひらの
中央を右手の人指し指で
指し、そのまま上へ上げ
ていきます。

「手話」は大切な「ことば」です。簡単ですぐに使える一言を紹
介します。今回は「名所」、「名物」の手話です。
※過去の記事も含め、詳細は右の二次元コード参照
問問 障がい福祉課 ☎083-934-2794 083-934-4142

ワンポイントワンポイント 手 話 21その

①有名

③物

福
祉
制
度
の
お
知
ら
せ
は
19
ペ
ー

ジ
以
降
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

森
林
・
林
業
を
振
興
し
ま
す

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

森
林
・
林
業
を
振
興
し
ま
す

　
令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
（
年
額

１
０
０
０
円
）
の
課
税
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
に
対

し
て
課
税
さ
れ
る
国
税
で
、
個
人
住
民
税

均
等
割
と
併
せ
て
徴
収
さ
れ
、
そ
の
税
収

は
森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
、
国
か
ら
都

道
府
県
と
市
町
村
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
令
和
６
年
３
月
に
改
定
し
た
「
山
口

市
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、

森
林
の
間
伐
や
林
業
従
事
者
の
確
保
・
育

成
、
森
林
公
園
等
の
整
備
、
公
共
建
築
物

の
木
造
化
・
木
質
化
等
、
森
林
・
林
業
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
途
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
２
０

７
月
１
日
は
介
護
保
険
料
等
の

納
付
期
限
で
す

７
月
１
日
は
介
護
保
険
料
等
の

納
付
期
限
で
す

　
６
月
10
日
（
月
）
に
介
護
保
険
料
、
12

日
（
水
）
に
国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び

市
県
民
税
の
納
税
（
納
入
）
通
知
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
。
７
月
１
日
（
月
）

が
第
１
期
・
全
期
前
納
の
納
付
期
限
と

な
り
ま
す
。
納
付
は
、
納
税
（
納
入
）

通
知
書
に
記
載
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
収
納
課
、
各
総
合

支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
阿
東
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
各
分
館
※
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
請
求
書
払
い
、
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ

ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
右
記
以
外
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
。

問問

収
納
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
９

農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

【
農
地
転
用
】

　
農
地
を
転
用
す
る

と
き
は
、
自
己
所
有

地
で
あ
っ
て
も
、
農

業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
転
用
を

計
画
し
た
場
合
は
、
工
事
着
工
前
に
農
業

委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則　

３
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）

【
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
】

　
違
反
転
用
と
農
地
の
利
用
状
況
を
地
区

担
当
者
の
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
巡
回

し
て
調
査
し
ま
す
。

▼
期
間　

７
月
〜
９
月

▼
対
象　

違
反
転
用
さ
れ
た
農
地
、
維
持

管
理
（
草
刈
り
等
）
さ
れ
て
お
ら
ず
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
る
農
地
等

問問

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
８
２

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

▼
日
時　

６
月
18
日
（
火
）
〜
７
月
２
日

（
火
）
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
日
を

除
く
）

▼
場
所　

都
市
計
画
課
、
小
郡
総
合
支
所

土
木
課

▼
内
容　

山
口
物
流
産
業
団
地
周
辺
お
よ

び
鋳
銭
司
第
二
団
地
周
辺
に
お
け
る
用

途
地
域
等
の
変
更

▼
意
見
書
の
提
出　

縦
覧
期
間
中
に
限
り
、

変
更
案
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
書
に
は
、
意

見
の
要
旨
、
そ
の
理
由
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
様

式
任
意
）。

問問
申申

７
月
２
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
市
長
宛
で
都
市

計
画
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
３
９

市
へ
の
ご
意
見
・

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

市
へ
の
ご
意
見
・

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

市
政
に
関
す
る
ご
意
見
や
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
市

へ
の
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」

を
は
じ
め
、
各
総
合
支
所
・
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」、

市
民
相
談
室
等
の
窓
口
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問問

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
８
６

水
道
メ
ー
タ
ー
の
設
置
場
所
等
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
の
設
置
場
所
等
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
利
用
者
の

利
便
性
と
業
務
の
効
率
性
の
向
上
の
た

め
、
道
路
内
の
水
道
管
か
ら
各
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て
調
査

し
、
記
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内（
徳
地
地
域
を
除
く
）で
貯
水
槽
、

水
道
メ
ー
タ
ー
、
止
水
栓
な
ど
の
設
置

場
所
や
管
の
種
類
等
を
確
認
す
る
た
め
、

市
職
員
や
市
が
委
託
し
た
調
査
員
が
各

家
庭
や
事
業
所
に
伺
い
ま
す
。
市
職
員

や
調
査
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問問

水
道
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

６
７
１
５
、
阿
東
簡
易
水
道
事
務
所
☎

０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
９
８
１

水
道
・
下
水
道
な
ど
の

使
用
に
つ
い
て

水
道
・
下
水
道
な
ど
の

水
道
・
下
水
道
な
ど
の

使
用
に
つ
い
て

使
用
に
つ
い
て

　
水
道
や
公
共
下
水
道
は
、
全
く
使
用
さ

れ
な
い
場
合
で
も
基
本
料
金
が
か
か
り
ま

す
。
長
期
間
使
用
さ
れ
な
い
場
合
は
、
休

止
手
続
き
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
と
併
せ
て
井
戸
水

を
お
使
い
の
ご
家
庭
、
農
業
・
漁
業
集
落

排
水
処
理
施
設
を
お
使
い
の
ご
家
庭
は
、

居
住
人
数
に
応
じ
て
、
使
用
水
量
を
計
算

し
て
い
ま
す
。
転
居
な
ど
に
よ
り
人
数
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
市
上
下
水
道
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問

上
下
水
道
料
金
や
休
止
手
続
き
等
…
上

下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
３
‐
６
６
６
４
、
農
業
・
漁
業
集

落
排
水
使
用
料
等
…
上
下
水
道
局
業
務

市の窓口と市内40局の郵便局において、マイナンバーカードの申請支援を行ってます。本市に住民登録があり、
市外への転出予定がない方を対象としており、申請者本人 (15才未満の方は法定代理人とともに )が会場にお越
しいただく必要があります。

マイナンバーカードの申請をお手伝いします

市の窓口での申請支援 【予約制】

郵便局での申請支援 【予約不要】

▶

マイナンバーカードの申請に必要な写真撮影とオンライン申請のお手伝いをします。事前に窓口または電話での予約
が必要です。なお、申請からマイナンバーカードの受け取りまでは約1～2カ月程度かかります。
【場所 ・ 日時 ・ 問い合わせ先】

・通知カード、住民基本台帳カード、マイナ
ンバーカード（それぞれお持ちの方のみ）

・本人確認書類（①、②のいずれか）
①運転免許証、パスポート、マイナンバー
カード等の顔写真付きの身分証1点

②健康保険証、介護保険証、福祉医療費受
給者証、診察券等2点

※いずれも氏名と生年月日または氏名と住所が記
載されており、有効期限内のものであること
※法定代理人はあわせて①を２点または①1点と
②1点が必要

マイナンバーカードの申請書に添付する写真撮影と印刷、申請書の記入支援と市役所への提出を行います。事前の予
約や持参物は不要です。なお、申請からマイナンバーカードの受け取りまでは約１～２カ月程度かかり、最寄りの総
合支所での受け取りとなります。
【場所】市のウェブサイトに、取扱郵便局の一覧を掲載しています。右の二次元コードからご確認ください。
【日時】令和７年３月３１日（月）までの９時～１７時（土日祝日・１２月２９日～１月３日は除く）　

【持参物】

問問 市民課 ☎ 083-934-2927

場所 日時 電話番号

市民課
令 和 7 年 3 月 14 日
（金）までの平日9時～
11 時、14 時 ～ 16 時

083-934-2927

各総合支所
総合サービス課

7月3日（水）～令和7
年1月29日（水）の祝
日を除く毎週水曜9時～
11時、14時～16時

小郡：083-973-8134
秋穂：083-984-8022
阿知須：0836-65-4113
徳地：0835-52-1113
阿東：083-956-0794

②場所

②場所
右手全部の指を折り曲げ
て、指を下に向け軽く下
におろします。①と②の
手話を組み合わせて「名
所」を表現します。

③物
右手の人差し指と親指で
輪を作ります。次に、輪
を軸にして伸ばした3 指
（中指、薬指、小指）を回
転させて下に下ろします。
①と③の手話を組み合わ
せて「名物」を表現します。
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■今年度の対象地区

今年度は、次の地区で現地調査を実施します。
・宮野地域…宮野上の一部
・小郡地域…小郡下郷の一部
・秋穂二島地域…秋穂二島の一部
・阿東地域…阿東生雲西分および阿東地福上の各一部

■主なスケジュール

【地権者説明会 （7 ～ 8 月）】

実施地区内に土地をお持ちの方を対象に、調査の目
的・方法などをご説明します。

【境界の確認 （一筆地調査開始まで）】

実施地区内に土地をお持ちの方は、事前に隣接地の
所有者と相談して「自分の土地はここまで」という
境界の確認をお願いします。

地籍調査は、土地の戸籍調査ともいえるもので、国土調査法に基づき、一筆ごとの土地の境界
を確認し、正しい位置・地番・地目・面積などを明確にする調査です。法務局では、この成果
に基づき、土地登記簿を変更して地籍図を備え付けます。市では、皆さんの貴重な財産を守る
重要な調査として「地籍調査事業」を進めています。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問問 地籍調査課（小郡総合支所☎083-973-2433／阿東総合支所☎083-956-0988）

【境界の刈り開き （一筆地調査開始まで）】

山林や原野などの見通しが悪いところは、隣接地
の所有者と相談して境界確認ができるように、境
界線上の刈り開きをお願いします。

【一筆地調査 （9 ～ 12 月）】

土地の現況を一筆ごとに調査するもので、地籍調
査の最も重要な作業です。調査に際しては、土地
を持つ皆さんの立ち会いのもと、筆ごとに境界・
地番・地目などを確認していただきます。
※地権者説明会と一筆地調査の日程については、
対象の方に事前に文書でお知らせします。また、
調査区域内に土地立入証を携帯した、調査関係
者が立ち入ることがあります。

令和 6 年度令和 6 年度 地籍調査事業の実施地区 地籍調査事業の実施地区

夏の交通安全県民運動

11日 ～ 20 日７

守ろう一時停止
安全確認

ヘルメットの着用

と
い
う
相
談
で
す
。

　
不
審
不
要
な
契
約
は
、
放
置
せ
ず
解
決

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
困
っ
た
時
や
不

明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
７
１
７
１

男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
（
日
）
〜
29
日
（
土
）
は
、

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
だ
れ
も
が
ど
れ
も
選

べ
る
社
会
に
」
で
す
。
男
性
と
女
性
が
、

職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問問

人
権
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
８
４

７
月
は

「社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間

７
月
は

「社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
６
６
６
７

秋
穂
図
書
館
の
休
館

秋
穂
図
書
館
の
休
館

　
蔵
書
点
検
を
行
う
た
め
、
次
の
期
間
休

館
し
ま
す
。
蔵
書
点
検
は
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
本
が
な
い
か
を
調
査
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
円
滑
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

休
館
中
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で
本
を
返
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

６
月
24
日
（
月
）
〜
７
月
１
日

（
月
）

問問

秋
穂
図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐

０
０
６
５

山
口
市
防
災
メ
ー
ル
等
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

山
口
市
防
災
メ
ー
ル
等
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く

防
災
情
報
を
お
伝
え
す
る
手
段
と
し
て
、

「
山
口
市
防
災
メ
ー
ル
」
や
「
山
口
市
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
に
よ
る
防
災

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
象
、
雨
量
、
水
位
な
ど
の
防
災
情

報
や
、
避
難
に
関
す
る
緊
急
情
報
な
ど
、

防
災
活
動
に
役
立
つ
情
報
の
ほ
か
、
高

齢
者
等
の
行
方
不
明
情
報
や
交
通
・
防

犯
な
ど
の
緊
急
性
の
あ
る
情
報
も
発
信

し
て
い
ま
す
（
従
来
型
携
帯
電
話
は
登

録
で
き
ま
せ
ん
）。
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
市
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
】

①yam
aguchi@

jijo.bousai.info

宛

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
で
メ
ー
ル
送

信
可
能
）

②
返
信
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
選
択

③
登
録
画
面
で
必
要
事
項
を
選
択

④
「
設
定
送
信
」
を
選
択

【
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録
方
法
】

①
「
山
口
市
」
を
友
だ
ち
登
録

（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
友

だ
ち
登
録
可
能
）

②
「
受
信
設
定
」
の
「
防
災
」
を
押
す

③
必
要
な
情
報
を
選
択
し
「
登
録
」
を
押
す

問問

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
２
３

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
後
に

あ
る
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
後
に

あ
る
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
や
、
従
来
型

携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
切

り
替
え
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
電
話
機
と
パ

ソ
コ
ン
の
両
方
の
機
能
を
持
っ
て
い
る

大
変
便
利
な
機
器
で
す
が
、
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
、
月
々
の
支
払
い
が
高
額

だ
等
、
機
能
や
契
約
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
Ｅ

メ
ー
ル
が
毎
日
た
く
さ
ん
届
く
」「
自
分

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
乗
っ
取
ら
れ
た
よ
う
だ
」

「
よ
く
わ
か
ら
ず
タ
ッ
プ
し
た
ら
何
か
契

約
し
た
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
」
な
ど

の
相
談
も
あ
り
ま
す
。
特
に
多
い
の
が

「
ネ
ッ
ト
通
販
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
」

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
強
調
月
間
中

は
、
市
内
で
街
頭
啓
発
や
募
金
活
動
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問

地
域
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
０
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ

ス
課

山
口
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
表
彰

山
口
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
表
彰

　
次
の
方
々
と
団
体
を
交
通
安
全
功
労
者

と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

▼
個
人

(
敬
称
略
)　

内
田
信
行
（
吉
敷
）、

開
地
祥
司（
秋
穂
二
島
）、數
田
俊
介（
仁

保
）、

山
勝
男
（
佐
山
）、
金
子
悦
子

（
平
川
）、
水
津
孝
志
（
徳
地
）、
田
村

孝
子
（
陶
）、
長
廣
喜
久
枝
（
名
田
島
）、

西
村
劭（
佐
山
）、藤
井
敏
男（
鋳
銭
司
）、

松
下
正
次
（
阿
知
須
）、
松
田
都
良
（
徳

地
）、宮
﨑
英
和（
小
鯖
）、山
根
保
彦（
阿

東
）、
渡
邉
和
弘
（
嘉
川
）

▼
団
体

(
敬
称
略
)　

秋
穂
二
島
地
区
連
合

自
治
会
（
秋
穂
二
島
）、
山
口
市
立
大

海
小
学
校
（
秋
穂
）、
仁
保
っ
子
見
守

り
隊
（
仁
保
）、
山
口
交
通
安
全
協
会

平
川
分
会
（
平
川
）、
山
口
交
通
安
全

協
会
宮
野
分
会
（
宮
野
）、
湯
田
温
泉

旅
館
協
同
組
合
（
湯
田
）

問問

生
活
安
全
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
６
５

環
境
美
化
協
力
員
が

活
動
し
て
い
ま
す

環
境
美
化
協
力
員
が

活
動
し
て
い
ま
す

　
環
境
美
化
協
力
員
は
、
各
小
学
校
区
に

１
人
委
嘱
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
養
に

関
す
る
啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
の
た

め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
い
、
身
近
な
問

題
の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
協
力
員
の
環
境
美
化
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
７
６

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成

猫
に
よ
る
環
境
被
害
を
軽
減
し
、
将
来

的
に
野
良
猫
の
数
を
減
ら
す
た
め
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
へ
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行

う
個
人・団
体
等・地
域
に
助
成
を
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
猫　

市
内
に
生
息
す
る
飼
い

主
の
い
な
い
猫

▼
手
続
き
の
流
れ　

①
団
体
地
域
登
録
申

請
、
②
事
前
確
認
、
③
手
術
の
実
施
、

④
助
成
金
交
付
申
請
、
⑤
交
付
決
定
、

⑥
助
成
金
交
付
、
⑦
現
況
報
告

※
個
人
の
場
合
は
①
と
⑦
は
不
要

助成
対象者

手術を機に適正飼
養を誓約する個人

ＴＮＲ活動を行
う３人以上の団
体等

地域猫活動を
行う自治会等
の地域

対象
手術

市内協力病院で行
う不妊・去勢手術
（抜糸を含む）

市内協力病院で行う不妊・去勢
手術（抜糸を含む）と耳先のＶ
字カット

助成
金額

不妊：１万円
去勢：5,000 円

不妊：１万円
去勢：5,000 円

不妊：２万円
去勢：１万円

申請
上限

一世帯あたり通算
2件まで

１年度あたり
20件まで なし

開催日時 街頭啓発の実施場所

7/1（月）
10:00 サンパークあじす、道の駅「きららあじす」
14:00 中心商店街アーケード※

7/2（火）
7:30 JR周防下郷駅、上郷駅、仁保津駅周辺
11:00 アルク小郡店、ウエスタまるき小郡店

7/3（水）
9:30 道の駅「長門峡」前、ほほえみの郷トイ

トイ前、Ｙショップ生雲店前
10:30 徳地地域複合型拠点施設、丸久徳地店前
11:00 ウォンツ徳佐店前

7/6（土） 9:00 サンマート秋穂店前
※では式典と啓発パレードを行います。
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エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた
市民や事業者の皆さんへの
支援を行うため、経済対策
の取り組みを実施していま
す。詳細は右の二
次元コードからご
覧ください。

山口市経済対策
　　　　　の取り組み

「情報公開制度」は、市
が保有しているさまざ
まな情報を、請求に応
じて公開する制度です。
「個人情報保護制度」は、
市が保有する個人情報
の適正な取り扱いを定
めるとともに、市に対
して自分自身の情報の
開示や訂正等を求める
ことができる制度です。
問問広報広聴課☎083-
934-2886

令和 5 年度情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況令和 5 年度情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況

請求先 市長 消防長 計

開示請求の件数 12 2 14
訂正等の請求の件数 0 0 0
決定の件数 12 2 14
決
定
の
内
訳

開示 9 2 11
部分開示 3 0 3
不開示 0 0 0
うち不存在 0 0 0

訂正等 0 0 0
審査請求の件数 1 0 1
請求の取り下げ 1 0 1

■ 個人情報保護制度の運用状況
※複数の決定がなされる
場合があるため、情報
公開制度の「公開請求
の件数」と「決定の件数」
は一致しません。

■ 情報公開制度の運用状況

請求先 市長
教育

委員会

上下水道
事業

管理者
消防長 議会 計

公開請求の件数 42 17 1 4 2 66
決定の件数※ 48 23 1 4 2 78

決
定
の
内
訳

公開 11 14 0 4 0 29
部分公開 25 5 1 0 0 31
非公開 2 0 0 0 0 2
不存在 10 3 0 0 2 15
公開請求拒否・
条例適用除外 0 1 0 0 0 1

審査請求の件数 0 0 0 0 0 0
請求の取り下げ 2 0 0 0 0 2

に
公
州
市
訪
問
団
が
本
市
を
訪
れ
、
交
流

を
深
め
ま
す
。

▼
対
象　

２
回
程
度
の
事
前
研
修
と
９
月

の
公
州
市
へ
の
訪
問
、
令
和
７
年
の
交

流
事
業
に
参
加
で
き
る
（
令
和
７
年
の

交
流
事
業
は
参
加
を
検
討
中
の
方
も
含

む
）
18
歳
以
上
の
市
民
８
名
程
度
（
応

募
が
定
員
を
超
え
る
場
合
、
過
去
に
参

加
し
て
い
な
い
方
を
優
先
の
上
、
抽
選
）

▼
期
間　

公
州
市
へ
の
派
遣
…
９
月
27
日

（
金
）
〜
９
月
30
日
（
月
）、
公
州
市
訪

問
団
の
受
入
…
令
和
７
年
７
月
〜
８
月

（
土
日
を
含
む
４
日
間
程
度
）

▼
料
金　

派
遣
…
５
万
円
程
度
（
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請
費
用
、
旅
行
傷
害
保
険
等
は
各

自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
）、
受
入
…
体

験
料
・
食
事
代
実
費
負
担

問問
申申

７
月
５
日
（
金
・
必
着
）

ま
で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
ハ
ガ

キ
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、
国
際
交
流

課
「
公
州
市
民
と
の
交
流
事
業
」
係
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
１
９
８

kokusai@
city.yam

aguchi.lg.jp

（
電

話
受
付
不
可
）

中
原
中
也
賞
の
作
品
募
集

中
原
中
也
賞
の
作
品
募
集

　
日
本
の
近
代
詩
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残

し
た
、
本
市
出
身
の
詩
人
・
中
原
中
也
の

業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
中

※
猫
の
保
護
さ
れ
た
状
況
等
に
よ
り
、
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
手
術
前
に
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
７
６
、
南
部
衛
生
担
当
☎
０
８
３

‐
９
７
３
‐
８
１
３
６

６
月
は

「住
環
境
衛
生
推
進
月
間
」

６
月
は

「住
環
境
衛
生
推
進
月
間
」

【
衛
生
害
虫
・
ネ
ズ
ミ
を
防
除
】

　
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
衛
生
害
虫
や
ネ
ズ
ミ

は
、
感
染
症
や
食
中
毒
等
を
媒
介
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
防
除
に
あ
た
っ
て
は
、

食
品
・
残
飯
な
ど
の
管
理
や
掃
除
を
し
っ

か
り
行
っ
た
上
で
、
薬
剤
等
を
使
用
す
る

と
効
果
的
で
す
。

【
換
気
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
】

建
物
の
気
密
性
の
向

上
や
、
化
学
物
質
を
放
散

す
る
建
材
・
内
装
材
の
使

用
に
よ
り
、
居
住
者
か
ら

頭
痛
、
倦
怠
感
、
目
・
喉

の
痛
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不
良
が

訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
内
を
汚
染
す
る

化
学
物
質
は
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
放

散
量
が
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
季
に
建
物
を
長
く
閉
め
切
っ
て
い
た

時
な
ど
は
、
十
分
換
気
を
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
な
る
べ
く
離
れ
た
場
所
に

あ
る
、
２
カ
所
の
窓
を
開
け
る
と
効
果
的

で
す
。

問問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
７
６
、
南
部
衛
生
担
当
☎
０
８
３

‐
９
７
３
‐
８
１
３
６

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
に
注
意

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
に
注
意

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
マ
ゴ

イ
・
ニ
シ
キ
ゴ
イ
特
有
の
病
気
で
す
。
コ

イ
以
外
の
魚
や
人
へ
感
染
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
病
気
に
か
か
っ
た
コ
イ
は
、

ほ
と
ん
ど
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
飼
っ
て
い
る
コ
イ
に
異
常
（
行
動
が
緩

慢
に
な
っ
た
、
餌
を
食
べ
な
い
等
）
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
川
に
放
流
し
た
り
、
捨

て
た
り
せ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問問

水
産
港
湾
課
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐

８
０
２
６
、
県
山
口
農
林
水
産
事
務
所

☎
０
８
３
５
‐
２
２
‐
１
５
０
６

韓
国
・
公こ

ん
じ
ゅ州

市
民
と
の

交
流
事
業
の
参
加
者
募
集

韓
国
・
公こ

ん
じ
ゅ州

市
民
と
の

交
流
事
業
の
参
加
者
募
集

本
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
韓
国
の
公

州
市
は
、
市
民
間
の
交
流
を
目
的
に
、

毎
年
相
互
に
市
民
訪
問
団
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、「
食
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
、
両
市
の
友
好
を

深
め
る
交
流
行
事
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
交
流
行
事
で
は
、
９
月
27
日
（
金
）
〜

９
月
30
日
（
月
）
に
本
市
訪
問
団
が
公
州
市

を
訪
問
し
、
令
和
７
年
７
月
〜
８
月
（
予
定
）

原
中
也
賞
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

令
和
５
年
12
月
１
日
〜
令
和
６

年
11
月
30
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
現
代

詩
の
詩
集
（
表
紙
・
奥
付
の
あ
る
も
の
）

▼
賞　

正
賞
（
中
也
ブ
ロ
ン
ズ
像
）
お
よ

び
副
賞
（
１
０
０
万
円
）

▼
発
表　

令
和
７
年
２
月
の
選
考
会
終
了

後
に
発
表
し
ま
す
。

問問
申申

12
月
８
日
（
日
、
当
日
の
消
印
ま
た

は
宅
配
便
受
付
印
有
効
）
ま
で
に
、
詩

集
３
部
に
応
募
用
紙
を
添
え
て
、
文
化

交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

※
応
募
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
団
体
を

募
集
し
ま
す

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
団
体
を

募
集
し
ま
す

　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

等
誰
も
が
参
加
で
き
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

を
運
営
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

運
営
団
体
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
要
件
、
補
助

金
の
額
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

６
月
17
日
（
月
）
〜
７
月

31
日
（
水
）

▼
募
集
地
域　

大
殿
、
湯
田
、
吉
敷
、
嘉
川
、

秋
穂
二
島

問問
申申

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
８

文
化
財
専
門
員

(学
芸
員
)
を

募
集
し
て
い
ま
す

文
化
財
専
門
員

(学
芸
員
)
を

募
集
し
て
い
ま
す

▼
雇
用
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
令
和

７
年
３
月
31
日
（
月
）

▼
雇
用
形
態　

会
計
年
度
任
用
職
員

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
休

憩
60
分
）

▼
勤
務
日　

４
週
に
つ
き
土
日
祝
日
を
含

む
16
日
勤
務

※
休
日
は
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）

▼
勤
務
場
所　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（
春
日
町
５
‐
１
）

▼
勤
務
内
容　

文
化
財
資
料
の
調
査
・
収

集
・
整
理
・
保
存
業
務
、
展
示
・
文
化

財
講
座
の
企
画
・
運
営
業
務
等

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
報
酬
等　

時
給
１
１
５
６
円
、
期
末
勤

勉
手
当
、
交
通
費
支
給
あ
り

※
詳
し
く
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問
申申

７
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、
持
参
ま

た
は
郵
送
で
、
文
化
財
保
護
課

（
〒
７
５
３
‐
０
０
７
３
春
日
町
５
‐

１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐
４
１
１
１

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分
〜

16
時

▼
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中

央
二
丁
目
５
‐
１
）
※
会
場
は
２
階
で

す
。
２
階
へ
の
移
動
が
困
難
な
場
合
は
、

予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問問
申申

６
月
20
日
（
木
）
〜
25
日
（
火
）
に
、

電
話
で
、
市
民
相
談
室
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
８
６

す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
ま
せ
ん
か

す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
ま
せ
ん
か

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自
身
の

介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
図
り
、

自
分
ら
し
く
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

登
録
後
、介
護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
交
付
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
を
積
み
立
て
て
、
交
付
金
や
物
品

引
換
券
に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

18
歳
以
上
の
市
民
（
高
校
生
と

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
者
は
除
く
）

▼
受
入
機
関　

本
市
所
在
の
介
護
保
険
施

設
等

▼
活
動
内
容　

散
歩
、
外
出
、
施
設
内
移

動
の
補
助
、
話
し
相
手
、
傾
聴
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
補
助
等

問問
申申

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
３
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ

ス
課消

防
設
備
士
試
験

消
防
設
備
士
試
験

▼
期
日　

９
月
８
日
（
日
）

▼
会
場　

山
口
市
・
下
関
市
・
周
南
市
（
試

験
会
場
は
願
書
受
付
後
本
人
へ
通
知
）

問問
申申

７
月
８
日
（
月
）
〜
22
日
（
月
）
に
、

募
集
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産
業

福
祉
の
し
ご
と
・
保
育
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア

(山
口
会
場
)

福
祉
の
し
ご
と
・
保
育
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア

(山
口
会
場
)

　
福
祉
・
介
護
・
保
育
の
事
業
所
（
約
50

社
）
の
人
事
担
当
者
と
の
面
談
、
就
職
活

動
に
役
立
つ
求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
等
、

福
祉
分
野
で
働
き
た
い
方
を
応
援
す
る
就

職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
23
日
（
日
）
12
時
30
分
〜

16
時

▼
場
所　

県
総
合
保
健
会
館
（
吉
敷
下
東

三
丁
目
１
‐
１
）

▼
対
象　

県
内
の
福
祉
関
係
施
設
・
事
業

所
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
、
福
祉
に

関
心
の
あ
る
方
、
指
定
保
育
士
養
成
施

設
の
学
生
等
（
参
加
申
し
込
み
不
要
）

問問

山
口
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

‐
９
０
２
‐
２
３
５
５

山
口
女
性
Ｗ
ｅ
ｂ
エ
ン
ジ
ニ
ア

短
期
育
成
ス
ク
ー
ル

山
口
女
性
Ｗ
ｅ
ｂ
エ
ン
ジ
ニ
ア

短
期
育
成
ス
ク
ー
ル

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
し
て
の
活
躍
を
目
指

す
方
を
対
象
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
識

と
Ｗ
ｅ
ｂ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
ス
キ
ル

の
習
得
と
就
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▼
場
所　

①
山
口
会
場
、
②
岩
国
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
、
③
オ
ン
ラ
イ
ン

▼
内
容　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
テ
ラ
シ
ー
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
講
座
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

危
険
物
安
全
協
会
（
消
防
本
部
予
防
課

内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
２
６
０
６
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
申
請
は
７

月
８
日
（
月
）
〜
22
日
（
月
）
に
、

https://w
w
w
.shoubo

‐shiken.
or.jp/

狩
猟
免
許
試
験

狩
猟
免
許
試
験

▼
日
時　

９
月
１
日
（
日
）
９
時
〜
16
時

▼
場
所　

県
総
合
保
健
会
館
（
吉
敷
下
東

三
丁
目
１
‐
１
）

※
試
験
日
の
前
日
に
、
同
会
場
で
山
口
県

猟
友
会
の
狩
猟
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

問問
申申

８
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
、
県
山
口

農
林
水
産
事
務
所
森
林
部
（
神
田
町
６

‐
10
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

６
７
０
０

※
申
請
書
は
、
県
山
口
農
林
水
産
事
務
所

森
林
部
に
備
え
付
け

和
牛
共
進
会
出
品
牛
の
募
集

和
牛
共
進
会
出
品
牛
の
募
集

　

市
内
の
和
牛
の
改

良
進
度
を
確
認
し
、

和
牛
飼
養
農
家
の
改

良
意
欲
高
揚
と
生
産

技
術
の
向
上
を
図
る

と
同
時
に
、
飼
養
農

家
相
互
の
交
流
を
図

る
目
的
で
開
催
す
る
令
和
６
年
度
山
口
市

畜
産
共
進
会
和
牛
共
進
会
の
出
品
牛
を
募

集
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
22
日
（
木
）
９
時
〜
13
時

30
分

▼
場
所　

山
口
中
央
家
畜
市
場
（
嘉
川
干

見
折
６
７
８
‐
１
）

▼
対
象　

市
内
の
肉
用
牛
飼
養
農
家
が
飼

養
す
る
県
内
産
の
肉
用
牛
で
あ
り
、
黒

毛
和
種
の
登
録
ま
た
は
登
記
牛

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問問

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
５

ふ
る
さ
と
山
口

企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア

ふ
る
さ
と
山
口

企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア

▼
日
時　

７
月
10
日
（
水
）
①
10
時
〜
12

時
30
分
（
事
務
職
）、
②
13
時
30
分
〜

16
時
（
全
職
種
）

▼
場
所　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
郡

黄
金
町
１
‐
１
）

▼
内
容　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
学

生
や
求
職
中
の
方
と
の
面
談

▼
対
象　

令
和
７
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
や

求
職
中
の
方
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
企
業
数　

①
40
社
、
②
70
社
程
度

※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
参
照

問問

山
口
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

▼
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
女
性
各

会
場
20
人
程
度

・県
内
在
住
ま
た
は
県
内
で
の
就
業
を
検

討
し
て
い
る

・現
在
子
育
て
な
ど
で
離
職
し
て
い
る

・
Ｗ
ｅ
ｂ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
就
業
を

考
え
て
い
る

※
詳
細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問問
申申

７
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
、
や
ま
ぐ

ち
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
事
務
局
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐

６
５
６
５

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

　
職
種
選
び
の
参
考
に
適
職
診
断
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
（
個
人
情
報
厳
守
）。

▼
日
時　

６
月
27
日（
木
）、７
月
11
日（
木
）

10
時
、10
時
30
分
、11
時
、11
時
30
分
（
要

予
約
）

▼
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
（
神
田
町

１
‐
75
）

▼
対
象　

49
歳
ま
で
の
就
活
中
の
方

問問
申申

電
話
ま
た
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
で
、
ほ
う
ふ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎

０
８
３
５
‐
２
８
‐
３
８
０
８

職
業
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

職
業
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

【
Ｗ
ｅ
ｂ
・
一
般
事
務
科
】

▼
訓
練
期
間　

８
月
20
日
（
火
）
〜
令
和

７
年
２
月
19
日
（
水
）

▼
訓
練
場
所　

Ｙ
Ｉ
Ｃ
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
（
小
郡
黄
金
町
２
‐
24
）

▼
取
得
可
能
資
格　

Ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

能
力
認
定
試
験
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
Ｗ
ｅ

ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
検
定
ベ
ー
シ
ッ
ク
、
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
文
書
処
理
技
能
認
定
試
験
２

級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
表
計
算
処
理
技
能
認

定
試
験
2
級
等

▼
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
し
込

み
を
行
い
、
受
講
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
方

▼
料
金　

受
講
料
無
料
（
別
途
、教
科
書
代・

検
定
代
等
）

問問
申申

６
月
24
日
（
月
）
〜
７
月
25
日
（
木
）

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
（
神
田
町
１

‐
75
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

０
０
４
３
（
部
門
コ
ー
ド
43
＃
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

就
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

就
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

【
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

と
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
】

▼
日
時　

７
月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
〜

16
時

▼
場
所　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
会
議
室

２
０
５

▼
内
容　

１
部
…
今
か
ら
作
る
未
来
の
安

心
〜
マ
ネ
ー
と
ラ
イ
フ
の
お
話
〜
（
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
す
）、
２
部
…
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
を
健
康
に
楽
し
む
た
め
の
秘
訣
（
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
運
動

を
行
い
ま
す
）

※
講
座
終
了
後
働
き
方
に
関
す
る
相
談

ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
や
ま

ぐ
ち
働
き
方
改
革
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　

県
内
在
住
の
概
ね
55
歳
以
上
の

方
先
着
20
人

問問
申申

や
ま
ぐ
ち
働
き
方
改
革
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐
２
０
５
０

中
小
企
業
人
材
育
成

応
援
補
助
金

中
小
企
業
人
材
育
成

応
援
補
助
金

　
従
業
員
の
た
め
に
業
務
上
必
要
な
ス
キ

ル
の
習
得
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
の
導

入
を
促
進
し
、
人
材
の
定
着
や
労
働
生
産

性
の
向
上
に
取
り
組
む
市
内
事
業
者
に
研

修
費
・
資
格
試
験
の
受
験
料
等
を
補
助
し

ま
す
。
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
等

▼
補
助
対
象
経
費　

業
務
上
必
要
な
能
力
の

向
上
ま
た
は
技
術
・
知
識
等
の
習
得
の
た

め
の
公
的
研
修
機
関
等
が
実
施
す
る
研
修

（
６
時
間
以
上
の
も
の
）・
資
格
試
験
等
に

要
す
る
経
費
（
常
勤
の
役
員
ま
た
は
正
規

従
業
員
が
受
講
、受
験
す
る
も
の
に
限
る
）

▼
補
助
率
・
上
限
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
１
人
に
つ
き
１
回
５
万
円
、

１
企
業
に
つ
き
同
一
年
度
20
万
円
）

※
事
前
審
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

研
修
等
実
施
前
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

問問
申申

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
６
４
５

中
小
企
業
省
人
化
・
省
力
化

機
器
等
導
入
支
援
補
助
金

中
小
企
業
省
人
化
・
省
力
化

機
器
等
導
入
支
援
補
助
金

　
中
小
企
業
者
等
の
人
手
不
足
の
解
消
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
が
行
う
業
務

を
代
替
す
る
機
器
等
の
導
入
に
係
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
対
象

要
件
等
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
〜
９
月

30
日
（
月
）

▼
対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
等

▼
補
助
率
・
限
度
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
補
助
限
度
額
最
大
50
万
円
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

問問
申申

山
口
商
工
会
議
所
☎
０
８
３
‐

９
２
５
‐
２
３
０
０

女
性
活
躍

職
場
環
境
改
善
助
成
金

女
性
活
躍

職
場
環
境
改
善
助
成
金

　
市
内
の
事
業
所
に
お
け
る
女
性
の
就
業

継
続
や
職
域
の
拡
大
を
は
じ
め
と
し
た
女

性
活
躍
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
事
前
審

査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
着
手

前
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
等

▼
助
成
率
・
限
度
額　

助
成
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
助
成
限
度
額
30
万
円
）

※
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
は
加
算
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問問
申申

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
６
４
５

水
質
管
理
者
の
選
任
と
届
出

水
質
管
理
者
の
選
任
と
届
出

　
椹
野
川
水
系
等
で
、

事
業
場
を
設
置
ま
た

は
変
更
す
る
際
は
、

事
前
協
議
と
水
質
管

理
者
の
届
出
が
必
要

で
す
。

▼
対
象
と
な
る
事
業
場　

一
般
廃
棄
物
処
理

も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設

置
す
る
工
場
ま
た
は
事
業
場
、
ゴ
ル
フ

場
、
土
砂
の
埋
め
立
て
場
等

▼
内
容　

土
砂
等
の
埋
め
立
て
に
関
す
る

も
の
で
、
事
業
所
の
設
置
や
農
地
か
ら

駐
車
場
・
資
材
置
場
等
へ
の
造
成
を
行

う
場
合
、
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
の
も

の
（
宅
地
造
成
等
は
除
く
）
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
佐
波
川
水

系
や
阿
武
川
水
系
に
つ
い
て
も
、
届
出

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問問
申申

環
境
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
７
５
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講
座

９
２
２
‐
０
０
４
３
（
部
門
コ
ー
ド
32

＃
）定

期
普
通
救
命
講
習
会

電
子
申
請
の
受
付
開
始

定
期
普
通
救
命
講
習
会

電
子
申
請
の
受
付
開
始

　

市
で
は
、
個
人
や
少

人
数
の
方
を
対
象
と
し

た
定
期
普
通
救
命
講
習

会
を
、
毎
月
第
３
日
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

事
業
承
継
個
別
相
談
会

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
山
口
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に

合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
（
事

前
予
約
制
）。

▼
日
時　

６
月
20
日
（
木
）、
８
月
８
日

（
木
）、
９
月
４
日
（
水
）
10
時
、
13
時
、

15
時
（
相
談
時
間
は
60
分
〜
90
分
）

▼
場
所　

山
口
総
合
支
所
会
議
室
棟
２
階

Ｂ
会
議
室

▼
対
象　

市
内
事
業
者

▼
持
参
品　

１
期
分
の
決
算
書
（
可
能
で

あ
れ
ば
）

問問
申申

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
電
話
で
、
ふ
る
さ
と
産

業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
１
９

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

出
張
相
談
会

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

出
張
相
談
会

創
業
か
ら
個
人
事
業
主
・
中
小
企
業
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
ま
で
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
、
販
路
開
拓
、
人
手

不
足
、
補
助
金
活
用
等
で
お
悩
み
の
方
に
専

門
家
が
個
別
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

①
７
月
４
日
（
木
）
９
時
〜
17

時
30
分
、
②
８
月
１
日
（
木
）
９
時
30

分
〜
16
時
30
分
、
③
９
月
５
日
（
木
）

９
時
〜
17
時
30
分

▼
場
所　

①
③
産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
メ
グ

リ
バ
、
②
山
口
総
合
支
所

▼
定
員　

各
日
先
着
４
事
業
者
（
要
事
前

申
し
込
み
）

問問
申申

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
☎
０
８
３
‐

９
０
２
‐
５
９
５
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
改
定
し
ま
し
た
】

　
障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能
力
に
応

じ
て
、
誰
も
が
職
業
を
通
じ
た
社
会
参
加

の
で
き
る
「
共

生
社
会
」
実
現

の
理
念
の
下
、

全
て
の
事
業
主

に
、
法
定
雇
用

率
以
上
の
割
合

で
障
害
者
の
方

を
雇
用
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
定
雇
用

率
が
４
月
１
日

か
ら
以
下
の
表

の
と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

適
切
な
雇
用
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
外
国
人
雇
用
啓
発
月
間
】

　
６
月
は｢

外
国
人
雇
用
啓
発
月
間｣
で

す
。
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
の
際
に

は
、そ
の
氏
名
、在
留
資
格
な
ど
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

外
国
人
の
方
が
日
本
で
安
心
し
て
働
き
、

そ
の
能
力
を
十
分
発
揮
す
る
環
境
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
雇
用
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

問問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
☎
０
８
３
‐

電
子
申
請
に
よ
る
受
け
付
け
を
開
始
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
申
し
込
み
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
定
期
普
通
救
命

講
習
会
の
詳
細
は
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問問

救
急
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐

２
６
０
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や

家
族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見
守
る
「
応

高
齢
の
方
、
体
力
の
弱
い
方
、
ど
な
た
で

も
実
施
可
能
な
体
操
で
す
。
高
齢
者
を
含

む
５
人
以
上
の
団
体
に
講
師
を
派
遣
し
、

体
操
指
導
等
を
行
い
、
自
主
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

問問

お
住
ま
い
の
地
域
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高
齢
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
８

人
権
学
習
講
座

(７
、８
月
開
催
分
)

人
権
学
習
講
座

(７
、８
月
開
催
分
)

▼
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
定
員　

各
回
30
人
程
度
（
各

回
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
。

※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
）

問問
申申

各
開
催
日
の
１
週
間
前
（
託
児
希
望

の
方
は
２
週
間
前
）
ま
で
に
、
上
の
二

次
元
コ
ー
ド
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名
、

託
児
・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
希
望
の

有
無
を
、
人
権
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
６
７

０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
６
７

夏
休
み
文
化
財
教
室

夏
休
み
文
化
財
教
室

▼
日
時　

７
月
27
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

▼
場
所　

史
跡
周
防
鋳
銭
司
跡

▼
内
容　

平
安
時
代
に
お
金
を
造
っ
て
い

た
「
周
防
鋳
銭
司
跡
」
に
つ
い
て
学
び
、

遺
跡
の
発
掘
調
査
や
お
金
の
鋳
造
を
体

験
し
ま
す
。

▼
対
象　
小
学
生
（
３
年
生
以
上
）
と
そ

の
保
護
者
10
組　
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

問問
申申

７
月
５
日（
金
）ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
、
文

化
財
保
護
課
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐

４
１
１
１　

伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
も
の
づ
く
り
体
験

伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
も
の
づ
く
り
体
験

【
陶
芸
】

　

手
び
ね
り
で
器
な
ど
を
作
り
ま
す
。

作
っ
た
器
な
ど
は
窯
で
焼
き
あ
げ
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
20
日
（
土
）
10
時
、
11
時
、

13
時
、
14
時
（
各
回
１
時
間
）

●日時 ・ 場所 ８月3日（土）…小郡ふれあいセンター
　　　　　 ８月4日（日）…やまぐちリフレッシュパーク

●内容 「リズムを変える。すべてが変わる。」リズムに触れて
体を動かす新しいトレーニングです。音楽に合わせて体を
動かしたりジャンプしたりします。全国の幼稚園や小学校、
プロ野球をはじめプロスポーツにも取り入れられています。
運動能力や集中力、認知能力の向上、ケガの予防、キレの
ある動きやスポーツパフォーマンスの向上が期待できます。

●定員 各クラス親子抽選20組
●講師 森宜裕氏（認定シニアインストラクター）
申申 問問 ７月16日（火）までに、来所、ハガキ、Eメール、右
の二次元コードのいずれかで、〒住所、親子の氏名・年
齢、希望会場名、時間（①～④）、学校名・学年、
日中連絡の取れる電話番号をスポーツ交流課 ☎
083-934-2875  sports@city.yamaguchi.lg.jp

時間 受付 対象

①10:00～ 10:45 9:45から 年中・年長親子
②11:00～ 12:00 10:45から 小学生低学年親子
　12:00～ 13:00 昼食・休憩
③13:00～ 14:00 12:45から 小学生低・中学年親子
④14:15～ 15:15 14:00から 小学生中・高学年親子

スポーツリズムトレーニング
フェスティバル 「親子でリズムジャンプ」

援
者
」
で
す
。
講
座
終
了
後
に
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
目
印
」
と
し
て
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
と
オ
レ
ン
ジ
バ
ッ
ジ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
22
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

▼
場
所　

小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

認
知
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
支
援
の
あ
り

方
な
ど

▼
講
師　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

▼
定
員　

先
着
50
人

問問
申申

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
電
話
で
、
高
齢
福
祉
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
８

地
域
で
介
護
予
防
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

地
域
で
介
護
予
防
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
仲
間
と
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
介
護
予
防
出
張
講
座
】

　
転
倒
骨
折
予
防
や
認
知
症
予
防
等
の
介

護
予
防
に
関
す
る
こ
と
を
、
高
齢
者
の
所

属
す
る
団
体
に
、
専
門
の
講
師
が
出
向
い

て
お
話
し
ま
す
。

【
い
き
い
き
百
歳
体
操
】

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、
重
り
を

使
っ
た
ゆ
っ
く
り
と
し
た
筋
肉
運
動
で
、

リサイクルプラザ

　　7月のアイデア講座

●時間10時 ～12時 　●料金  無料
問問 やまぐちエコ倶楽部（大内御堀10489-8）☎ 083-927-
7122

講座名 期日

さき織り（携帯ポーチ）※1 4（木）、11（木）、8/1（木）
モチーフ編み（花）※2 5（金）、19（金）
はじめてのパッチワーク
（紫

ア ジ サ イ
陽花）※1 6（土）、13（土）、20（土）

やさしい絵てがみ（花火） 6（土）
卓上織り（ランチョンマット
など）※2、3 9（火）、23（火）

モラ（初夏の木） 9（火）
和服に親しむ（ゆかた） 10（水）

※講座の詳細は、右の二次元コードからご確認くだ
さい。フリーマーケットやおもちゃの病院の情報
も発信しています。

時期 民間企業の
法定雇用率

対象事業主
の範囲

令和 5年度 2.3％ 43.5 人以上
令和 6年
4月から 2.5％ 40.0 人以上
令和 8年
7月から 2.7％ 37.5 人以上

期日 講座名 講師 場所

7/11
（木）

日本におけるハンセ
ン病政策の変遷と人
権について

佐々木耕治氏（山口県
教育庁人権教育課教育
調整監）

嘉川地域
交流センター

7/25
（木）

いじめ問題の対応
と未然防止に向け
て - 人権感覚を養
う教育を -

大石由起子氏（山口県
立大学社会福祉学部准
教授）

大殿地域
交流センター

8/8
（木） 終活について

五百川篤子氏（いおが
わ社会保険労務士事務
所代表）

阿知須地域
交流センター

8/22
（木）

“ ともに生きる ” を
考える～特別支援
教育の視点から～

江田良市氏（山口市立
大海小学校校長）

湯田地域
交流センター

夏休み子どもエコ講座 （6/30 （日） から電話受付開始）

ネイチャーゲーム 7/27（土）10時～12時
新聞ちぎり絵のリメイクうちわ 7/28（日）9時30分～12時
木で遊ぼう（廃材を使って）7/28（日）9時30分～12時
ダンボールコンポスト 7/30（火）9時30分～11時30分
ボード織りでコースター作り 8/3（土）10時～12時
ソーラーカーを作ろう 8/4（日）13時～15時

※1…3回で仕上げます。　※2…2回で仕上げます。
※ 3…7/2（火）から申し込み受け付け開始。募集人数 8人。
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ス
編
「
東
南
ア
ジ
ア
最
後
の
秘
境
と
呼

ば
れ
る
自
然
の
美
し
い
国
」

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
料
金　

１
５
０
０
円
（
資
料
代
、教
材
費
）

【
②
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
お
菓
子
作
り
教

室
、
③
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
】

▼
日
時　

7
月
18
日（
木
）、9
月
19
日（
木
）

②
14
時
〜
16
時
、
③
18
時
〜
20
時
15
分

▼
内
容　

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え

方
を
学
び
、
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

食
か
ら
整
え
ま
す
。

▼
講
師　

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
正
食
協

会
講
師

▼
対
象　

②
③
い
ず
れ
も
先
着
20
人

▼
料
金　

②
③
い
ず
れ
も
３
５
４
０
円

【
④
カ
メ
ラ
入
門
】

▼
日
時　

7
月
20
日
、
7
月
27
日
、
8
月

3
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
）
9
時
30
分
〜

12
時

▼
内
容　

カ
メ
ラ
の
基
礎
、
光
を
生
か
す

撮
り
方
、
動
い
て

い
る
被
写
体
の
撮

り
方
や
写
真
添
削

な
ど

▼
対
象　

先
着
20
人

▼
料
金　

３
１
９
０
円

問問
申申
所所

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
来

所
ま
た
は
往
復
ハ
ガ
キ
、
働
く
婦
人
の

家
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

職
業
の
有
無
、講
座
名
、託
児
の
有
無
（
②

④
の
み
、
生
後
６
カ
月
以
上
１
講
座
に

つ
き
４
０
０
円
）
を
記
入
の
上
、
働
く

婦
人
の
家
（
〒
７
５
３
‐
０
０
５
６
湯

▼
対
象　

小
中
学
生
各
回
抽
選
８
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金
６
０
０
円

【
大
内
塗
】

　
箸
に
漆
を
塗
っ
て
、
金
箔
を
貼
り
付
け

ま
す
。

▼
日
時　

７
月
21
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

15
時

▼
対
象　

小
中
学
生
抽
選
50
人
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金　

１
０
０
０
円

【
木
工
】

木
の
切
れ
端
、
ボ
タ
ン
、
ビ
ー
ズ
、
針

金
な
ど
を
使
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
人
形
を

作
成
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
27
日
（
土
）
10
時
、
13
時
30

分
（
各
回
２
時
間
）

▼
対
象　

小
中
学
生
各
回
抽
選
15
人
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金  

８
０
０
円　
　

【
陶
芸
絵
付
け
体
験
】

　
丸
い
皿
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
を
描
き
ま

す
。
皿
は
窯
で
焼
き
あ
げ
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
28
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

▼
対
象　

小
中
学
生
抽
選
20
人
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金　

一
皿
６
０
０
円
（
１
人
２
枚
ま

で
）問問

申申
所所

７
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
、
山
口

ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
（
下
竪

小
路
12
）
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐

３
３
３
３

※
１
人
２
コ
ー
ス
ま
で
（
本
人
・
家
族
の

み
）
申
し
込
み
可
。

山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

森
の
恵
み
体
験
教
室

山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

森
の
恵
み
体
験
教
室

【
①
木
工
教
室
】

▼
日
時　

７
月
23
日
（
火
）
９
時
〜
11
時

30
分

▼
内
容　

ミ
ニ
本
棚
、
小
物
入
れ
等
を
作
り

ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
抽
選
20
人

【
②
こ
け
玉
づ
く
り
体
験
教
室
】

▼
日
時　

７
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
11
時

▼
内
容　

グ
リ
ー
ン
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て

人
気
の
「
こ
け
玉
」
を
作
り
ま
す
。

▼
定
員　

抽
選
20
人

▼
講
師　

阿
東
女
性
林
業
研
究
会

◆
い
ず
れ
も

▼
参
加
費　

５
０
０
円

問問
申申
所所

７
月
２
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
教
室
の

番
号
と
名
称
を
明
記
の
上
、
山
口
森
林

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒
７
５
３
‐

０
０
２
１
大
内
長
野
１
９
７
８
）
☎

０
８
３
‐
９
２
７
‐
２
０
３
９

働
く
婦
人
の
家
講
座

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
①
海
外
を
旅
す
る
た
め
に
】

▼
日
時　

7
月
4
日
、
7
月
25
日
、
9
月

5
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
）
18
時
〜
20
時

▼
内
容　

ブ
ラ
ジ
ル
編
「
南
米
大
陸
最
大

の
広
さ
を
誇
る
自
然
景
観
が
魅
力
の

国
」、
フ
ィ
リ
ピ
ン
編
「
７
０
０
０
を

超
え
る
島
々
の
熱
帯
の
楽
園
」、
ラ
オ

田
温
泉
五
丁
目
１
‐
１
）
☎
０
８
３
‐

９
２
１
‐
１
９
２
９

山
口
大
学
公
開
講
座

山
口
大
学
公
開
講
座

▼
日
時　

①
マ
イ
コ
ン
と
電
子
回
路
を
用

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体
験
…
８
月

５
日
（
月
）
13
時
〜
16
時
、
７
日
（
水
）

13
時
〜
17
時
、８
日（
木
）13
時
〜
16
時
、

②
『（
-1
）
×
（
-1
）
＝
１
？
』
…
８

月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）
10
時
30

分
〜
12
時

▼
場
所　

山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
吉

田
１
６
７
７
‐
１
）（
②
は
オ
ン
ラ
イ
ン

受
講
も
可
）

▼
内
容　

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
制
御
す
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
部
品
選

定
の
基
本
を
学
ぶ
講
座
、
②
普
段
当
た

り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
単
純
な

計
算
が
ど
う
し
て
成
り
立
つ
の
か
を

学
ぶ
講
座

▼
対
象　

①
小
学
生
高
学
年
以
上
先
着
20

人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）、
②
先

着
25
人

▼
講
師　

①
野
村
厚
志
氏
（
教
育
学
部
教

授
）
ほ
か
、
②
廣
澤
史
彦
氏
（
大
学
院

創
成
科
学
研
究
科
（
理
学
）
教
授
）

▼
料
金　

①
８
０
０
０
円
、
②
２
４
０
０

円
（
い
ず
れ
も
高
校
生
以
下
無
料
）

問問
申申

山
口
大
学
地
域
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
５
０
５
９
（
平

日
９
時
〜
17
時
）

※
各
講
座
の
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照

移
住
者
交
流
会

「ゆ
か
り
び
と
の
集
い
」

移
住
者
交
流
会

「ゆ
か
り
び
と
の
集
い
」

移
住
者
や
移
住
希
望
者
と
関
わ
り
た
い
方

を
対
象
に
移
住
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
25
日
（
火
）
10
時
〜
14
時

▼
場
所　

ｍ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
ｗ
ａ
（
佐
山

１
６
８
６
）

▼
内
容　

施
設
見
学
、
収
穫
体
験
、
ハ
ー

ブ
講
座
、
ラ
ン
チ
交
流
会

▼
定
員　

先
着
20
人
程
度

▼
料
金　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

問問
申申

６
月
18
日（
火
）ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

電
話
で
、
Ｋ
ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ｕ
Ｐ

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
の
中
岡
さ
ん

０
９
０

‐
９
８
８
３
‐
４
８
２
４

山
口
ミ
ラ
イ
共
創
ラ
ボ

「わ
た
し
と
地
域
の
関
係
性
」

山
口
ミ
ラ
イ
共
創
ラ
ボ

「わ
た
し
と
地
域
の
関
係
性
」

　
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
、
二
拠
点
生
活
な

ど
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
は
多
様
と
な
り
、

生
き
方
に
合
わ
せ
て
関
わ
り
方
を
選
ん
で
い

け
る
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
山
口
に

縁
の
あ
る
ゲ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
縁
」
の
成
り
立
ち
を
紐
解
い
て
い
く

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
詳
細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
28
日
（
金
）
19
時
〜
20
時

30
分

▼
場
所　

産
業
交
流
拠
点
施
設
ア
カ
デ

ミ
ー
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

う
た
う
み
氏
（
写
真
家
）
に
よ

る
山
口
と
の
関
係
性
や
思
い
、
人
生
で

「
場
所
」
が
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
料
金　

１
５
０
０
円

申申

６
月
27
日
（
木
）
ま
で
に
、
上
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
し
て
Ｅ
メ
ー
ル（akashiyuka1031

@
gm
ail.com

）
で
申
し
込
み

問問

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
２
８

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
会

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
下

半
身
だ
け
で
な
く
上
半
身
も
使
い
、
全
身

の
筋
肉
の
90
％
を
動
か
す
有
酸
素
運
動
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
を
維
持
し
た
い
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
た
い
、
体
力
を
つ
け

た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

▼
日
時　

６
月
22
日
、
７
月
13
日
、
27
日
、

８
月
10
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
）
10
時
〜

12
時

▼
場
所　

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
東
駐

車
場
周
辺

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
講
師　

山
本
陸
記
氏
（
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
マ
ス
タ
ー

ト
レ
ー
ナ
ー
）

イ
ベ
ン
ト

「あなたの街の、みんなのステージ」をテーマに、地域の皆さんの歌声を全国にお届けする「ＮＨＫのど自慢」を開催します。

本 選 ： 9 月１日 （日）　11 時 40 分 （11 時開場）
予選会 ： 8 月 31 日 （土） 12 時 （予選会の結果は当日 17 時 30 分頃発表予定）

KDDI 維新ホール
（小郡令和一丁目 1-1）

日時

場所 出演
予定

予選を通過した参加者 20 組
ゲスト ： 前川清、 STU48　司会 ： 廣瀬智美アナウンサー

■出場申込 （①または②のいずれかで申し込み）

①申し込みフォーム（WEB）
7月16日（火）までに、ＮＨＫ山口放送局ウェ
ブサイト（右の二次元コード）から申し込み。

②郵便ハガキ（片道）
7月16日（火）まで（必着）に、必要事項（郵便番号、
住所、名前（ふりがな）、年齢、性別、日中連絡がつきや
すい電話番号（携帯電話推奨）、職業（中学生・高校生・
大学生は学年、部活動等も記入）、歌う曲目とその歌手
名、選曲理由（詳しく））をご記入の上、〒753-8660 
住所不要 NHK山口放送局 「NHKのど自慢」出場係まで

【注意事項】
・応募者の中から200名程度を上限に選出し、予選会
にご出場いただきます。選出結果については8月13
日（火）頃発送予定。

・応募は１人（組）につき１件限り。グループ（上限４名）
  で申し込みの場合は、全員の名前、年齢、性別、職業
を明記の上、代表者が申し込み。

・応募後の曲目・出場者の変更はできません。
・ご応募の際に頂いた情報は、選出結果のご連絡、番組参
加に関する取材やお願い、本イベントに関連した放送・
コンテンツ配信事業のご案内、「受信料の窓口サイト」
のご紹介に利用させていただきます。その他の目的には
利用しません。ＮＨＫの個人情報の取り扱いについては、
「報道著述分野プライバシーポリシー」および「ＮＨＫ
イベント・インフォメーションにおける個人情報保護に
ついて」をご確認ください。

■観覧申込

7月31日（水）までに、ＮＨＫ山口放送局ウェ
ブサイト（右の二次元コード）から申し込み。
※同ウェブサイト内に記載されている注意事
項についてもご確認ください。

「あなたの街の、みんなのステージ」をテーマに、地域の皆さんの歌声を全国にお届けする「ＮＨＫのど自慢」を開催します。

■主催　ＮＨＫ山口放送局、山口市
問問【出場】ＮＨＫ山口放送局☎ 083-921-3737
　　　　　（土日祝日は除く 10時～ 18 時）
　  【観覧】ふるさと産業振興課☎ 083-934-2928
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▼
対
象　

全
５
回
に
参
加
可
能
な
小
学
生
以

上
各
先
着
10
人（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金　

８
０
０
円
（
全
５
回
分
）

問問
申申
所所

６
月
21
日
（
金
）
〜
７
月
5
日

（
金
）、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、〒
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
、

阿
知
須
「
い
ぐ
ら
の
館
」（
〒
７
５
４
‐

１
２
７
７
阿
知
須
３
４
２
５
）
☎

０
８
３
６
‐
６
５
‐
２
４
０
３
、

kyu
‐naka@

c

‐able.ne.jp
企
画
展

「や
ま
ぐ
ち
遺
跡
案
内
所
」

企
画
展

「や
ま
ぐ
ち
遺
跡
案
内
所
」

　
山
口
市
内
の
各
時
代
を
代
表
す
る
遺
跡

20
カ
所
を
選
定
し
、
発
掘
調
査
の
成
果
を

▼
料
金　

５
０
０
円
／
回
（
当
日
支
払
い
）

▼
持
参
品　

ポ
ー
ル
（
お
持
ち
で
な
い
方

は
無
料
貸
し
出
し
有
）

問問
申申

各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
阿
知
須
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐

２
０
２
２

ajisu@
city.yam

aguchi.
lg.jp夏

の
ト
マ
ト
収
穫
＆

デ
ザ
ー
ト
に
穫
れ
た
て
ス
イ
カ

夏
の
ト
マ
ト
収
穫
＆

デ
ザ
ー
ト
に
穫
れ
た
て
ス
イ
カ

▼
日
時　

7
月
28
日（
日
）10
時
〜
13
時（
９

時
30
分
受
付
開
始
）

※
雨
天
決
行

▼
場
所　

阿
東
ふ
る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
（
阿
東
徳
佐
中
３
６
２
８
）

▼
内
容　

ト
マ
ト
の
収
穫
（
夏
野
菜
カ
レ
ー・

ス
イ
カ
の
昼
食
付
）

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
料
金　

中
学
生
以
上
１
５
０
０
円
、
小

学
生
以
下
８
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
持
参
品
等　

ゴ
ム
手
袋
ま
た
は
軍
手
、
長

靴
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

問問
申申

７
月
９
日
（
火
）
ま
で
に
、
阿
東
ふ

る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

‐
９
５
６
‐
２
１
９
４
（
月
曜
定
休
）

教
科
書
展
示
会

教
科
書
展
示
会

　
小
中
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　

７
月
26
日
（
金
）
ま
で

▼
場
所　

中
央
図
書
館
、
小
郡
図
書
館
（
小

郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）、
徳
地
図
書
館

（
徳
地
堀
１
５
２
７
‐
３
）、
阿
東
図
書

館
（
阿
東
徳
佐
中
３
４
２
５
‐
１
）

問問

学
校
教
育
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
３

特
撰
花
形
落
語
会

春
風
亭
昇
太
・
林
家
た
い
平

特
撰
花
形
落
語
会

春
風
亭
昇
太
・
林
家
た
い
平

▼
日
時　

７
月
25
日
（
木
）
14
時
開
演

▼
場
所　

山
口
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容　

人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
笑
点
」
で

お
馴
染
み
の
噺
家
さ
ん
に
よ
る
落
語
会

▼
出
演　

春
風
亭
昇
太
氏
、
林
家
た
い
平
氏

▼
料
金　

一
般
４
０
０
０
円
（
ａ
ｎ
ｙ
会

員
は
一
般
料
金
よ
り
４
０
０
円
割
引
）

※
未
就
学
児
入
場
不
可

▼
託
児　

あ
り
（
１
人
７
０
０
円
、
２
人

目
以
降
５
０
０
円
）

問問
申申

託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７
月
18

日
（
木
）
ま
で
に
、
山
口
市
民
会
館
☎

０
８
３
‐
９
２
３
‐
１
０
０
０

綿
・
い
ぐ
ら
de
も
の
づ
く
り

綿
・
い
ぐ
ら
de
も
の
づ
く
り

　
綿
と
自
然
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
物
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容　

７
月
21
日
…
藍
の
葉
で
絞

り
染
め
、
８
月
18
日
…
ガ
マ
の
葉
で
編
む

か
ご
作
り
、
９
月
22
日
…
綿
を
紡
い
で
糸

つ
む
ぎ
、
10
月
13
日
…
編
ん
で
作
る
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
、
12
月
1
日
…
綿
花
を
使
う
ク

リ
ス
マ
ス
の
飾
り
（
い
ず
れ
も
日
曜
）
①

10
時
〜
12
時
、
②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

展
示
に
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間　

７
月
２
日
（
火
）
〜
９
月
８
日

（
日
）
9
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30

分
ま
で
）

※
月
曜
休
館
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）

▼
観
覧
料　

１
１
０
円
、
18
歳
以
下
・
70

歳
以
上
の
方
、
障
が
い
が
あ
る
方
と
同

行
の
介
助
者
は
無
料

【
企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

(展
示
解
説
)】

▼
日
時　

７
月
14
日（
日
）、８
月
18
日（
日
）

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
申
し
込
み
不

要
、
要
観
覧
料
）

【
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
】

　
文
化
財
専
門
員
が
、
大
殿
地
域
の
文
化

財
や
山
口
祇
園
祭
を
解
説
し
な
が
ら
歩
き

ま
す
。

▼
日
時　

7
月
20
日
（
土
）
16
時
〜
18
時

▼
集
合
場
所　

山
口
市
菜
香
亭
（
天
花
一

丁
目
２
‐
７
）

▼
対
象　

小
学
生
以
上
先
着
20
人
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

【
れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
】

毎
月
第
３
日
曜
は
、
れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
デ
ー
。子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
や
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
ま
す
。
６

月
の
テ
ー
マ
は
「
昔
の
室
内
遊
び
」
で
す
。

▼
日
時　

６
月
16
日
（
日
）
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
15
時

問問
申申
所所

　
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
み
、
６
月

18
日
（
火
）
〜
30
日
（
日
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、〒
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
０
０
１

「
料
亭

『
祇
園
菜
香
亭
』
を
彩
っ
た

う
つ
わ
展
」
の
会
期
延
長

「
料
亭

『
祇
園
菜
香
亭
』
を
彩
っ
た

う
つ
わ
展
」
の
会
期
延
長

　
料
亭
「
祇
園
菜
香
亭
」
で
使
用
さ
れ
て

い
た
陶
磁
器
、
漆
器
、

お
膳
等
約
２
０
０
点

を
展
示
す
る
本
企
画

展
に
つ
い
て
、
好
評

に
つ
き
会
期
を
延
長

し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
１
日

（
日
）
ま
で
９
時
〜

17
時
（
毎
週
火
曜
休
館
）

▼
料
金　

大
人
１
０
０
円
、
小
人
50
円
（
大

広
間
観
覧
料
を
含
む
）

問問
所所

山
口
市
菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２
‐

７
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
３
１
２

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(小
郡
)

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(小
郡
)

　
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る
方
に
お
す

す
め
の
講
座
で
す
。

▼
日
時　

７
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
11
時

30
分

▼
内
容　

離
乳
食
の
基

本
に
関
す
る
講
話
と
、

成
長
に
合
わ
せ
た
食

材
ご
と
の
調
理
の
仕

方
な
ど
、
簡
単
な
調

理
実
習
。

▼
対
象　

生
後
４
〜
６
カ
月
児
の
保
護
者

先
着
30
人

▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一

緒
の
受
講
不
可
）

問問
申申
所所

６
月
15
日
（
土
）
か
ら
、
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
小
郡

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(山
口
)

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(山
口
)

　
こ
れ
か
ら
３
回
食
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
る
方
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。
親
子

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
２
日
（
火
）
10
時
〜
11
時

30
分

▼
内
容　

離
乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講
話

と
、
成
長
に
合
わ
せ
た
食
材
ご
と
の
調

理
の
仕
方
な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
。

▼
対
象　

生
後
８
〜
10
カ
月
児
の
保
護
者

先
着
30
人

▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一

緒
の
受
講
不
可
）

問問
申申
所所

６
月
15
日
（
土
）
か
ら
、
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で　
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

病
気
の
と
き
の

ホ
ー
ム
ケ
ア

(小
郡
)

病
気
の
と
き
の

ホ
ー
ム
ケ
ア

(小
郡
)

▼
日
時　

７
月
４
日
（
木
）
14
時
30
分
〜

16
時

▼
内
容　

小
児
科
医
に
よ
る
子
ど
も
の

ホ
ー
ム
ケ
ア
に
関
す
る
講
話

▼
対
象　

乳
幼
児
の
保
護
者
先
着
30
人

▼
講
師　

前
場
進
治
氏
（
ま
え
ば
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
生
後
３
カ
月
児

以
上
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不

可
）問問

申申
所所

５
月
22
日
（
水
）
か
ら
、
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
小
郡

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

アイヌ民族の伝承文学の叙事詩を翻訳して後世に
残した知里幸恵をモデルに、アイヌ民族というだ
けで理不尽な扱いを受ける中、やがて翻訳に没頭
していく女性の姿を描く。学業優秀なテルは女学
校への進学を希望し、優秀な成績を残すが、アイ

ヌというだけで結果は
不合格。その後、大正
６ 年 (1917 年 )、 ア
イヌとして初めて女子
職業学校に入学するが
…。（2024年／監督・
脚本：菅原浩志）

山口情報芸術センタースタジオ C
一般1,300円／any会員・25歳以下・65歳以
上・障がい者と同行の介助者 1,000 円

場所場所

料金料金

上映日時

6 月
19日（水）12:50、20日（木）12:50、
21日（金）12:50、22日（土）14:30、
23日（日）14:30、24日（月）10:30、
26日（水）10:30、27日（木）10:30、

カムイのうた

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
17
ペ
ー
ジ
下
参
照

(C) シネボイス

問問

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

やまここ by 母子モ

「やまここ」は山口市が提供する、安心
してお使いいただける子育て支援アプリで、
妊娠中から子育て期までをサポートします。
料金は無料（通信料は自己負担）です。

☆ お子さまの成長をカンタンに記録＆家族で共有

☆ 予防接種のスケジュールを自動でお知らせ 

☆ 地域のイベントや子育て施設をカンタンに検索

☆ 講座やオンライン相談等も気軽に予約

☆ アプリからの妊娠届出 　などの機能あり

■利用方法「母子モ」で検索、または右の二
次元コードからアプリをダウン
ロードしてご利用ください。

やま
ぐち
親子

💛

子育
てア
プリ

子育て保健課 ☎ 083-921-7085

山口市こども家庭センターでは、妊娠や出産、こども・
子育てに関する全般の相談や、ひとり親、ヤングケアラー
など、さまざまな悩みを抱えた方の
相談をお受けしています。ぜひお気
軽にご相談ください。
■場所　糸米二丁目 6番 6号

　（保健センター内）

※24日（月）上映後、監督によるオンラインのトーク
イベント有。
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事
業
に
ド
ナ
ー
登
録
を
行
い
、
骨
髄
等

の
提
供
を
完
了
し
た
方
（
最
終
同
意
の

後
に
骨
髄
等
の
提
供
が
中
止
に
な
っ
た

方
を
含
む
）

・市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・こ
の
助
成
金
と
同
様
の
趣
旨
の
他
の
助

成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

・令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
最
終
同
意

を
行
っ
た
方

問問
申申

健
康
増
進
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
６
６

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
娠
中
・
産
後
の
虫
歯
や
歯
周
病
を

予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▼
内
容　

歯
科
健
康
診
査
（
虫
歯
・
歯
周

疾
患
の
状
態
、
口
腔
清
掃
の
状
態
等
）、

歯
科
保
健
指
導

▼
実
施
医
療
機
関　

妊
娠
届
出
時
に
配
布
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

妊
婦
と
産
後
１
年
ま
で
の
産
婦

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
、
歯
周
疾
患

健
診
受
診
票
（
妊
娠
届
出
時
に
配
布
）

問問

子
育
て
保
健
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

７
０
８
５

不
妊
専
門
相
談

(無
料
)

不
妊
専
門
相
談

(無
料
)

不
妊
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
夫

婦
等
の
相
談
に
、
産
婦
人
科
医
師
、
泌

尿
器
科
医
師
ま
た
は
公
認
心
理
師
が
対

子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

【
親
子
で
読
書
習
慣
づ
く
り
〜
読
書
感
想
文

が
楽
し
く
な
る
！
〜
】

▼
日
時　

７
月
20
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

▼
場
所　

嘉
川
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

読
書
や
読
書
感

想
文
を
親
子
で
体
験

す
る
楽
し
さ
を
学
び

ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
抽
選
15

組
程
度

▼
講
師　

前
田
真
奈
美
氏
（
下
関
市
立
本

村
小
学
校
校
長
）

▼
持
参
品　

筆
記
用
具

▼
託
児　

要
申
し
込
み

問問
申申

７
月
５
日（
金
）ま
で
に
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
）
内
の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
で
、
社
会
教

育
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
６

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

ご
家
族
へ
の
補
償
金
制
度

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

ご
家
族
へ
の
補
償
金
制
度

　
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補

償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
対
象
と
な
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

ご
家
族
の
方
々
に
申
請
に
よ
り

補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳

細
は
、
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

11
月
21
日
（
木
）

▼
受
付
時
間　

10
時
〜
16
時
（
土
日
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

問問
申申

厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局
補

償
金
担
当
☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐

２
２
６
２

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成

市
で
は
、
骨
髄
お
よ
び
末
梢
血
管
細

胞
の
移
植
の
推
進
、
ド
ナ
ー
登
録
の
増

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
骨
髄
等
を

提
供
さ
れ
た
方
に
対
す
る
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
助
成
内
容　

助
成
金
額
…
次
に
掲
げ
る

骨
髄
等
の
提
供
の
た
め
の
通
院
、
入
院

お
よ
び
面
談
の
日
数
を
合
計
し
た
も
の

に
応
じ
て
、
１
日
あ
た
り
２
万
円
（
７

日
が
上
限
）

・最
終
同
意
の
た
め
の
面
談

・健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

・自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院

・骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
入
院

・そ
の
他
、
骨
髄
バ
ン
ク
が
必
要
と
認
め

る
通
院
等

※
骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
手
術
お
よ
び

こ
れ
に
関
連
し
た
医
療
処
置
に
よ
っ
て

生
じ
た
健
康
被
害
に
係
る
通
院
等
の
日

数
は
除
く

※
申
請
期
限
は
、
通
院
等
の
最
終
日
の
翌

日
か
ら
１
年
以
内

▼
対
象

(次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
)

・骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク

応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
（
無
料
）。

▼
日
時　

７
月
26
日
（
金
）
15
時
〜
17
時

問問
申申

１
週
間
前
ま
で
に
、
県
山
口
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
吉
敷
下
東
三
丁
目
１
‐

１
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
５
３
１

高
血
圧
予
防
教
室

高
血
圧
予
防
教
室

　
高
血
圧
に
つ
い
て
学
ん
で
、
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

７
月
11
日
（
木
）
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
９
時
受
付
開
始
）

▼
内
容　

血
圧
の
基
本
知
識
、
高
血
圧
予

防
の
食
事
に
関
す
る
講

話
と
簡
単
な
エ
ク
サ
サ

イ
ズ

▼
対
象　

市
民
先
着
30
人

程
度

▼
講
師　

藤
井
千
尋
氏
（
健
康
運
動
指
導

士
）、
市
管
理
栄
養
士

▼
料
金　

50
円
（
保
険
料
を
含
む
）

▼
持
参
品
等　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲

み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

問問
申申
所所

電
話
ま
た
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
で
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
教
室

若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
教
室

　
時
間
が
な
く
て
も
で
き
る
、
運
動
、
朝

ご
は
ん
の
コ
ツ
、
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
５
日
（
金
）
10
時
〜
11
時

45
分
（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

※
測
定
を
行
い
ま
す
の
で
早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

18
歳
〜
40
歳
代
の
市
民
先
着
30

人
程
度

▼
内
容　

運
動
編
「
短
時
間
で
最
大
効

果
！
あ
な
た
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

習
慣
」、
栄
養
編
「
知
ら
な
い
と
損
！

朝
に
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
理
由
〜
忙
し

い
朝
で
も
あ
き
ら
め
な
い
！
簡
単
朝
ご

は
ん
〜
」

▼
講
師　

澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康
運
動
指

導
士
）、
市
管
理
栄
養
士

▼
料
金　

50
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
持
参
品
等　

動
き
や
す
く
裸
足
に
な
れ

る
服
装
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
用
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具

▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
先
着
順
、
定
員

あ
り
）

※
託
児
を
ご
利
用
の
方
は
、
教
室
開
始
10

分
前
ま
で
に
は
受
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

問問
申申
所所

電
話
ま
た
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健

康
増
進
課
）

や
ま
ぐ
ち
健
康
ポ
イ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

や
ま
ぐ
ち
健
康
ポ
イ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
や
ま
ぐ
ち
健
康
ポ

イ
ン
ト
」
は
、
県
や
市
町
、

協
力
店
な
ど
が
連
携
し

て
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、
協
力
店
で
値

引
き
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
特

典
カ
ー
ド
」
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
抽

選
で
宿
泊
券
や
市
内
の
道
の
駅
等
で
使
え

る
商
品
引
換
券
が
当
た
り
ま
す
。

▼
期
間　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18

歳
以
上
の
方

▼
参
加
方
法　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
分
館
に
あ
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ー

ト
に
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
。

【
や
ま
ぐ
ち
健
幸
ア
プ
リ
】

　

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
無
料
ア
プ
リ
で
す
。
左
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問問

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
知
っ
て
得
す
る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
】

▼
日
時　

７
月
９
日
（
火
）
９
時
〜
11
時

▼
内
容　

骨
健
康
度
測
定
、
体
組
成
測
定
、

運
動
相
談
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

よ
る
健
康
相
談
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

に
関
す
る
展
示
な
ど

▼
対
象　

市
民
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
方
、
各
種
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
相
談
の
あ
る
方
な
ど

▼
持
参
品　

各
種
健
康
診
査
結
果
（
お
持

ち
の
方
）

※
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
、
裸
足

に
な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問問
所所

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

デ
ン
グ
熱
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

日
本
脳
炎
等
の
感
染
症
は
、
ウ
イ
ル
ス

を
持
っ
た
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。
流
行
地
に
渡
航
す
る
場
合
は

十
分
に
注
意
し
、
国
内
で
も
蚊
に
刺
さ

れ
な
い
、
蚊
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
次

の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
蚊
の
多
い
場
所
で
は
、
肌
を
露
出
せ
ず
、

虫
よ
け
剤
を
使
用
す
る
。

②
家
の
周
囲
に
蚊
の
発
生
源
と
な
り
や
す
い

水
た
ま
り
や
草
む
ら
が
あ
れ
ば
、
水
た
ま

り
の
除
去
・
清
掃
や
下
草
刈
り
を
行
う
。

問問

県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
５
３
３

保健センター（健康増進課）問問

詳しくは市ウェブサイト（右の二次元
コード）をチェック

主食 ・ 主菜 ・ 副菜を組み合わせた栄養
バランスの良い食事とは？

日々の健康な心と体を作るためには、主食・主菜・
副菜を組み合わせた栄養バランスの良い食事をとるこ
とが大切です。外食時に料理を選ぶ時や家庭で料理を
する時など、主食・主菜・副菜を組み合わせを意識し
てみましょう。

答え：③

栄養バランスの良い食事とは、主食・主菜・副
菜が別皿になっている定食パターンだけではありま
せん。ごはんと、主菜と副菜を組み合わせたおかず1
品だけでも、栄養バランスの良い食事になります。６
月は食育月間です。この機会に、食事について意識し
てみませんか。

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
17
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康

◇保健センター、 こども家庭センター

　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター

　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター

　徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター

　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

◆　健康づくりクイズ　◆
Q.主食・主菜・副菜を組み合わせた食事は、①～
③のうち、どれでしょう？

①Ａ、②Ｂ、③ＡとＢ

A B
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

～肺がん検診（結核検診）実施のお知らせ～

胸部レントゲン検診車が巡回します

かくたん検査とは、たんの中にがん細胞が含ま
れていないかを調べる検査です。
たばこをたくさん吸われる方は、
胸部レントゲン検診だけでは不
十分なため、かくたん検査もお
勧めします。

■対象 肺がん検診受診者のうち、50歳以上で喫
煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が 600以上
の方

■負担金 700 円。ただし、次のいずれかの方は
500円。70 歳以上の方／「後期高齢者医療被保
険者証」を提出された65歳～ 69歳の方／ 70歳
未満の方で市民税非課税世帯の方（要事前申請）

検診と同じ会場でかくたん検査もできます

問問 保健センター（健康増進課） ☎ 083-921-2666

【認定証の交付】

■対象 山口市国民健康保険（以下：国保）に加入して
いる方。ただし、70歳以上の住民税課税世帯の方で
現役並み所得者Ⅲ（課税所得 690万円以上）・一般（課
税所得 145 万円未満等）の人は、被保険者証で自己
負担額の確認ができるため対象になりません。

■適用開始期日

申請月の初日から（月途中の国保加入者は加入日から）

【認定証の更新】

　すでに交付を受けている方の認定証の有効期限は、7
　月 31日（水） です。8月 1日（木）から有効の認定
　証は、申請が必要です（自動更新ではありません）。
■受付開始期日　７月 1日（月）
■適用開始期日 申請月の初日から
※7月中に申請された方は 8月 1日（木）から使える
認定証を交付します。

【入院が長期にわたる方】

　令和 6年度も引き続き住民税非課税世帯の方は、限
　度額適用・標準負担額減額認定証の有効期間中の入

国民健康保険料は、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」を合計
したもので、算定方法は次のとおりです。
保険料の賦課決定通知書は６月中旬に発送します。
なお、令和 6年度の賦課限度額について、後期高齢者支援金分は 24
万円（前年度は 22万円）に変更しますが、保険料率に変更はありま
せん。

8 月 1 日（木）から被保険者証が
新しくなります（手続きは不要）。
新しい被保険者証は、7 月 31 日
（水）までに簡易書留で郵送します。
7月 31日（水）を過ぎても被保険
者証が届かない場合は、お問い合
わせください。新しい被保険者証
の色は「緑色」です。

「限度額適用認定証」などの更新手続き

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは、入院・通院の際の医療費のお支払いを、自己負担
限度額までとするために必要な認定証です（保険適用外の費用は対象外、医療機関ごと、入院・外来は別計算）。
※自己負担限度額は、世帯の所得状況で異なります。詳細は、6月中旬に発送する保険料の賦課決定通知書に同封の「わ
が家の国保」でご確認ください。

世帯当たりの年間保険料

医療分 後期高齢者支援金分 介護分
【40歳以上65歳未満】

所得割額 所得割標準額×
8.9％

所得割標準額×
2.6％

所得割標準額×
3.0％

均等割額 被保険者数×
22,900 円

被保険者数×　　　
6,600 円

被保険者数×　　　
8,200 円

平等割額 1世帯あたり
23,000 円

1 世帯あたり 
6,300 円

1 世帯あたり
6,000 円

賦課限度額 650,000 円 240,000 円 170,000 円

※所得割額は、令和 5年中に所得がある被保険者ごとに計算後、合算。
※所得割標準額＝令和 5年中の総所得金額等の合計額 ー 43万円

国民健康保険
被保険者証の更新

国民健康保険 問い合わせ先 保険年金課 ☎ 083-934-2802
各総合支所総合サービス課 小郡 ☎ 083-973-8131・秋穂 ☎ 083-984-8022
阿知須 ☎ 0836-65-4113・徳地 ☎ 0835-52-1113・阿東 ☎ 083-956-0992

国民健康保険料率の決定

　院日数が 91日以上（長期入院）の場合、食事代がさ
　らに減額になる場合があります。

■適用開始期日　申請日から
【全ての手続きに必要なもの】

対象者の被保険者証、窓口に来られる方の身元確認書類、
対象者と世帯主のマイナンバーカードまたは通知カード
※住民票が別世帯の場合、委任状が必要です。
※長期入院に該当する場合は、91日以上の入院の事実を
証明するもの（領収書など）も必要です。
※転入された方は、世帯主と国保加入者全員分の所得課
税証明書が必要な場合があります。

■申請先 保険年金課、各総合支所総合サービス課、各地
域交流センター（次は除く。大殿、白石、湯田、小郡、秋穂、
阿知須、徳地、阿東）および分館、大海総合センター

胸部レントゲン検診を、各地域交流センター等で実施します。各地区の巡回日は、以下の表のとおりです。
詳しい日時、場所については、地域交流センターだより等の地域広報紙や、ウェブサイト等でお知らせします。
■対象　40歳以上の市民（今年度中に40歳になる方を含む）。ただし、職場などで同様の検診を受けられ
る方と妊婦は除く。

■自己負担金　300円。ただし、令和6年4月1日時点で40歳、45歳、50歳、55歳、60歳および65
歳以上の方は無料。

■持参品　がん検診等受診券（受診券必須。要事前記入）

※印のある肺がん検診は予約制です。ご注意ください。

期日 地区・場所

6 月
20日 木 嘉年基幹集落センター ※

25日 火 阿東地域交流センター
生雲分館 ※

30日 日 阿東老人福祉センター ※

7月

1日 月 湯田地域交流センター

2日 火
阿東地域交流センター
篠生分館 ※

吉敷地域交流センター
3日 水 大歳地域交流センター
5日 金 阿東地域交流センター ※

6日 土 山口市保健センター ※

9日 火 宮野地域交流センター
10日 水 平川地域交流センター

11 日 木 大殿地域交流センター
17日 水 小鯖地域交流センター
18日 木 茅野神田公民館前

→大内地域交流センター
19日 金 仁保地域交流センター

→宮野地域交流センター
20 日 土 山口県健康づくりセンター※

8月 25日 日 大内地域交流センター ※

9月

3日 火 山口南総合センター
4 日 水 二島地域交流センター
5 日 木 鋳銭司地域交流センター

10 日 火 嘉川地域交流センター
山口市保健センター

11日 水 佐山地域交流センター

期日 地区・場所

9 月

12日 木 陶地域交流センター
24 日 火 阿知須　地域内
25 日 水 阿知須・秋穂　地域内
26 日 木 秋穂　地域内
27 日 金 小郡　地域内

10 月

1日 火
5日 土 山口市保健センター ※

6日 日 徳地地域交流センター
八坂分館 ※

9日 水 徳地地域交流センター
島地分館 ※

11日 金 徳地文化ホール ※

16日 水 阿知須健康福祉センター ※

17日 木 秋穂保健センター ※

18日 金 小郡保健福祉センター ※
19日 土

22日 火 JA山口県ふれあい平川支所
徳地島地・串　地域内

23 日 水 大内地域交流センター
徳地柚野・八坂　地域内

24 日 木
大歳地域交流センター
→吉敷地域交流センター
徳地出雲　地域内

26 日 土 山口県健康づくりセンター※

29日 火 小郡保健福祉センター ※

11月 8日 金 山口市保健センター ※

※現行の被保険者証は令和 6年 12
月 2 日（月）に廃止となり、新
規発行が終了します。廃止日の
時点で発行済みの被保険者証は、
経過措置により、有効期限が切
れるまでは引き続き使用するこ
とができますので、破棄せずに
お持ちください。

マイナ保険証を利用することにより限度額適用認定証
の申請・提示が不要となります。マイナ保険証をぜひ
ご利用ください。なお、長期入院該当による減額を受
ける場合は、限度額適用認定証の申請が必要です。

Pick Up
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「福祉医療費助成制度」は、保険診療による医療費の自
己負担額を助成する制度です。新規に助成を受けるため
には、申請が必要です。前年度は所得制限を超えたため
受給できなかった方も、新年度の所得状況により受給で
きる場合があります。なお、更新申請が必要な方には、
書面でお知らせします。申請書に従って更新手続きをし
てください。

国民年金保険料免除 ・
納付猶予申請書の受付開始

■申請先

　山口年金事務所、保険年金課、各総合支所総合サー
ビス課、各地域交流センター（次は除く。大殿、白石、
湯田、小郡、秋穂、阿知須、徳地、阿東）および分館、
大海総合センター

7月から、令和 6年度（７月分～令和 7年６月分）
の国民年金保険料免除・納付猶予申請書の受け付け
を始めます。過去期間は、申請時点の２年１カ月前
までさかのぼって申請できます。免除、納付猶予を
受けるための所得要件など、ご不明な点はお問い合
わせください。
※マイナポータルからの電子申請も可能です。詳し
くは日本年金機構ウェブサイトをご覧ください。
※昨年度、全額免除または納付猶予が承認された方
で、継続申請を希望された方は、申請の必要はあ
りません。後日、日本年金機構から結果通知が届
きます。
※納付猶予制度の対象年齢は 50歳未満です。

問い合わせ先　山口年金事務所☎083-922-5660［2番］保険年金課 ☎ 083-934-2801 各
総合支所総合サービス課　小郡 ☎ 083-973-8131・秋穂 ☎ 083-984-8022
阿知須 ☎ 0836-65-4113・徳地 ☎ 0835-52-1113・阿東 ☎ 083-956-0992

国民年金

免除区分 保険料の月額

なし 16,980 円
4分の 1 12,740 円
半額 8,490 円
4分の 3 4,250 円

福祉医療費助成制度
問い合わせ先　保険年金課 ☎ 083-934-2803

■免除区分と保険料の月額

 重度心身障害者医療費助成制度

■対象 身体障害者手帳 1～ 3級、精神障害者保健福祉
手帳 1級、障害年金 1級、療育手帳A判定（山口県の
判定）、特別児童扶養手当 1級、特別障害者手当等
※本人の所得が一定の制限額を超えないこと。
■受付開始日　6月 14日（金）
■年度更新日　7月 1日（月）

 こども医療費助成制度

■対象　小中学生（所得制限なし）
※高校生世代は 10 月 1日（火）から受給開始予定。手
続きの詳細は、市報 7月 15 日号および市ウェブサイ
トでお知らせする予定です。

■受付開始日　6月 14日（金）
■年度更新日　8月 1日（木）

 乳幼児医療費助成制度

■対象　小学校就学前の乳幼児（所得制限なし）
■受付開始日 6 月 14日（金）
■年度更新日　8月 1日（木）

■申請先

介護保険課、小郡保健福祉センター内介護保険課、各総
合支所総合サービス課（秋穂、阿知須、徳地、阿東）、各
地域交流センター（次は除く。大殿、白石、湯田、小郡、
秋穂、阿知須、徳地、阿東）および分館、大海総合センター

■特例減額措置制度

本人または世帯員（世帯分離している配偶者も含む）が
市民税を課税されている場合でも、一定の要件を満たす
方については、申告することで特例的に減額措置が適用
される場合があります。
■申請受付開始日　6 月 18 日（火）
令和5年度の負担限度額の認定有効期限は7月31日です。
引き続き負担限度額認定を希望される方は、更新申請の手
続きが必要です。なお、5月下旬までに負担限度額認定を
受けた方には、6月中旬に更新勧奨通知を送付します。

■ 1 日当たりの負担限度額 （令和 6 年 8 月利用分から）

第１
段階

第２
段階

第３
段階①

第３
段階②

基準
費用額

多
床
室

特別養護
老人ホーム等 0円

430円
                   430円 915円

老人保健施設・
介護医療院等 0円                    430円 437円

従
来
型
個
室

特別養護
老人ホーム等 380円 480円                    880円 1,231円

老人保健施設・
介護医療院等 550円

　　          1,370円
1,728円ユニット型個室的

多床室
ユニット型個室 880円 2,066円
食　費

（　　）内はショー
トステイ利用の場合

300円
（300円）

390円
（600円）

650円
（1,000円）

1,360円
（1,300円）1,445円

■ 軽減対象日

申請受付日の月の初日から（郵送の場合は申請書が市
に届いた日が受付日となります）
■ 対象要件

介護保険の認定を受けており、以下の判定基準を満た
す方

※1　第2号被保険者（40～64歳）の預貯金等の判定基準については、
各段階ともに単身1,000万円（夫婦2,000万円）以下です。

段階
判定基準

対象者 預貯金等※1

第１
段階

・生活保護受給者
・市民税非課税世帯の老齢福祉年
金受給者

単身1,000万円以下
（夫婦2,000万円以下）

第２
段階

市民税非課税世帯で、年金収入
金額とその他の合計所得金額の
合計が80万円以下の方

単身650万円以下
（夫婦1,650万円以下）

第３
段階
①

市民税非課税世帯で、年金収入金
額とその他の合計所得金額の合計
が80万円超120万円以下の方

単身550万円以下
（夫婦1,550万円以下）

第３
段階
②

市民税非課税世帯で、年金収入
金額とその他の合計所得金額の
合計が120万円超の方

単身500万円以下
（夫婦1,500万円以下）

■ 手続きに必要なもの

・  預貯金等の通帳の写し（申請日の２カ月以内に記帳
したものであって、最終残高を含む直近２カ月分が
記帳されたもの）※2

・  届出者の身分証明書
・対象者のマイナンバーカードまたは通知カード※2
・代理人の場合は代理権が分かるもの（介護保険証など）
・自署できない場合は印鑑※2
※ 2　配偶者のものも含む。

介護保険 問い合わせ先 介護保険課☎083-934-2795

介護保険料の改定

介護保険施設利用時の食費 ・ 居住費を軽減できます

施設・短期入所サービスを利用された時の食費と居住費の負担額を軽減できます。軽減を受けるためには、申請が必
要です。なお、令和 6 年 8 月から居住費の基準費用額 ・ 負担限度額が一部変更となります （食費は変更ありません）。

「第9次山口市介護保険事業計画」の策
定に伴い、65歳以上の被保険者の介護
保険料が右表のとおり変わりました。介
護保険料は、介護保険制度の安定した運
営を確保するため、必要な介護サービス
費用の見込みなどを基に、3年ごとに見
直しを行います。この度の改定では、高
齢化の進展等により介護サービス費用の
増加が見込まれることから、保険料の引
き上げを行いました。なお、令和 6 年
度納入通知書は 6 月 10 日 （月） に発
送しています。

■所得が低い方の保険料軽減
所得が低い方（第１～３段階）の保険料
率の軽減を継続します。
■介護保険料の段階区分見直し
所得が低い方への負担軽減の配慮と、負
担能力に応じた負担をお願いするため、
所得段階を13段階から15段階に多段
階化しました。

対象者

段階区分
保険料
（年額）

令 和 6 年 度
市町村民税 基準判定所得

（令和５年１月１日～ 12 月 31 日）
本人 世帯

ー ー 生活保護受給者・老齢福祉年金受給者
第１段階 18,845円

非
課
税

全員が
非課税

本人の公的年金
等収入額＋合計
所得金額－公的
年金等に係る雑
所得が右の範囲

８０万円以下
８０万円超 120万円以下 第２段階 32,069円

120万円超 第３段階 45,293円
世帯員
が課税

８０万円以下 第４段階 59,508円
80万円超 第５段階 66,120円

課
税 ー 本人の合計所得

金額が右の範囲

１３０万円未満 第６段階 79,344円
１３０万円以上２２０万円未満 第７段階 85,956円
２２０万円以上３３０万円未満 第８段階 99,180円
３３０万円以上４20万円未満 第９段階 112,404円
４20万円以上５２０万円未満 第１０段階 125,628円
５２０万円以上６20万円未満 第１１段階 138,852円
６２０万円以上７20万円未満 第１2段階 152,076円
７２０万円以上８２0万円未満 第１3段階 158,688円
８２０万円以上９20万円未満 第１4段階 165,300円

920万円以上 第１5段階 171,912円

 ひとり親家庭医療費助成制度

■対象 母子家庭または父子家庭の親と 18歳未満の
子、父母のいない 18歳未満の子、両親のどちらか
が重度障がいにより働けない 18歳未満の子とその
親は子が 18歳の年度末まで（ただし、高等学校等
に在籍する子は 20歳の年度末まで）
※市区町村民税所得割が非課税の世帯であること。た
だし、課税世帯であっても 19歳未満の扶養親族が
あれば、対象となる場合あり

■受付開始日 6 月 14日（金）
■年度更新日　8月 1日（木）

◆いずれも

■持参品　受給対象者の健康保険証、印鑑（被保険者本
人と受給対象者※が来庁の場合は不要）、障がいの程度
を証明するもの（重度心身障害者医療のみ）、ひとり親
家庭を証明するもの（ひとり親家庭医療のみ）、令和6
年度所得課税証明書（令和6年１月２日以降に転入し
た方など）または地方税関係情報の取得に関する同意
書、マイナンバーが分かるもの（山口市で対象者の所
得状況が確認できる場合は不要）、来庁者の顔写真付き
の証明書（運転免許証等）
※受給対象者が未成年の場合は保護者
■申請先　保険年金課、各総合支所総合サービス課
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受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

・休日当番医は変更す
る場合があります。事
前に各医療機関にご確
認ください。
・徳地地域については
「ふるさととくぢ」を
ご覧ください。

 日 月 火 水　木 金 土
 ・ 1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
　28 29 30     31　 ・　 ・ ・

土曜当番医
●時間／ 19 時 〜 22 時

　昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
内科系 外科系

阿東地域
内・内外科

小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

7

日

なりしげ
循環器内科
（矢原）

083-933-0600

中村整形外科
（維新公園一）
083-933-6111

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

ねごろ神経内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-5256

山口嘉川
クリニック
（嘉川）

083-988-0788

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

6

日

ますだ内科
循環器科
（秋穂二島）

083-987-2002

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

14

日

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

おおうち
クリニック
（大内千坊五）
083-933-1770

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

13

日

田中内科医院
（小郡長谷）

083-972-2325

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

15

日

清水内科医院
（春日町）

083-925-2288

たねくぼ整形外科
クリニック
（幸町）

083-934-7110

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

あゆかわこども
クリニック
（平井）

083-924-1234

小田医院
（小郡黄金町）
083-972-1716

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

20

日

田辺内科
（小郡新町）

083-973-3778

みすみ
クリニック
（小郡明治）

083-972-1003

21

日

光山医院山口
（矢原町）

083-933-1200

ノムラ泌尿器科
整形外科
（青葉台）

083-933-0011

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

いちょうの木
クリニック
（小郡船倉町）
083-976-8331

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

27

日

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

28

日

おおどの診療所
（石観音町）

083-922-0299

かく脳神経外科
クリニック
（泉町）

083-920-1001

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会

7月の休日当番医の休日当番医

山口市医師会

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

吉南医師会

人 の う ご き （推計人口）人 の う ご き （推計人口）

上段は令和 6 年 5 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 6 年 4 月中の増減

デジタル推進課 ☎ 083-934-2748

189,972 人
（2,224 人）

577 人

88,953 世帯

  804 世帯

90,644 人
（1,036 人）

282 人

99,328 人
（1,188 人）

295 人

全体 男 女 世帯

問問
⚠令和 2年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

　　休日 ・ 夜間急病診療所

■住所　　　糸米二丁目6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時 毎日19時 ～ 22時
※受診される前に、必ず電話をして
ください。

【歯科】

■診療期日 日曜、祝日、8/13～15、
12/29～1/3

■診療時間 9時 ～ 13時　　　　　
　　　　

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター

■住所　　　八幡馬場53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時 毎日19時 ～ 22時
■診療科目 小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診
療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。
※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】
■対象　　　子ども（15歳未満）
■電話　　　♯8000または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日19時～翌日8時
【救急医療電話相談】
■対象　　　大人（15歳以上）
■電話　　　♯7119または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日24時間
※相談は、いずれも看護師と医師が対
応します。

休日当番医テレホンサービス

･･･録音でご案内していま
す。電話番号を登録して外
出時などにご利用くださ
い。☎ 083-923-5000

やまぐちのお医者さん navi  

･･･休日当番医や、市内の
医療機関を検索
できます。

☎

市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで

当番医の変更

6月の南部地域（外科系）の
当番医が変更になりました。

   6 月 16 日 （日）

変更前：阿知須同仁病院
変更後 ： さっか整形外科クリニック

（小郡下郷）
083-976-8888


